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『

南
海
の

大
探
検
家

鈴
木
経
勲
は

マ

ー

シ

ャ

ル

に

行
か
な
か
っ

た
2

　
ま

こ

と

に

興
味
深
い

本
が

出
版
さ

れ

た
。

高
山
純
（
帝
塚
山
大
学
教
授
）

著
、

三

；
戸

房
刊
の

『

南
海
の

大
探
検
家

鈴
木
経
勲

そ

の

虚
像
と

実
像
』

で

あ
る

。

　
高
山
氏
が

こ

の

本
（

以

下
、

前
掲
書
と

略

す
）

を
執
筆
し

た

動
機
は

、

明
治

二

十
五

年

に

鈴
木
経
勲
が

著
し

た

『

南
洋
探
検
実
記
』

の

中
の

マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
に

関
す

る

記
述
が

、

内
外
の

文
献
や

高
山
氏
自
身
の

南
洋
で

の

体

験
と

照
ら

し
合
わ

せ

て
、

い

か

に

優
れ

た

も

の

で

あ

る

か

を
裏
付
け
る

こ

と

に

あ
っ

た
。

　
と

こ

ろ

が
、

高
山
氏
が

鈴
木
経
勲
（

以

ド、

経
勲
と

略
す
）

の

マ

ー

シ

わ．
ル

探
検
記
を

詳

細
に

検
証
し

た

結
果

、

そ

れ

は

不

正
確
で
、

稀
に

正
し

い

記

述
が

あ
っ

て

も、

外
国
の

文

献
に

目
を

通
せ

ば

容
易
に

入
手
可
能
な

も
の

ば

か

り

で
、

マ

ー

シ

ャ

ル

を

訪
れ

な

く

て

も

簡
単
に

書
け
る

程
度
の

も
の

で

あ
っ

た
。

鈴
木
経
勲

　
そ

し
て、

高
山
氏
は、

経
勲
の

記
事
の

ほ

と

ん

ど
全
て

が

経
勲
の

作
り

話
だ

と

い

う

結

論
に

達
し

、

経
勲
は

、

出
か

け

も

し

な

か
っ

た

マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
の

探
検
記

を

著
し

た

の

で

あ

り、

経
勲
の

伝
記
作
家
竹
下
源
之
介
ら

が

彼
に

与
え

て

き

た

偉
大
な

「
太
平
洋
探
検

家
」

と

し

て

の

栄
誉
は

、

虚
像
で

し

か

な

か
っ

た

（

三

九
七
ぺ

ー

ジ
）

と

言
う

。

　

高
山
氏
が

、

こ

の

よ

う

な

結
論
に

達
す
る

に

は、

驚
く

ほ

ど

厖
大
な

文
献
を

渉
猟
さ

れ

て

い

る
。

巻
末
の

参
考
文
献
リ
ス

ト

に

よ

れ

ば、

そ

れ

は、

実
に
［
口

本
語
の

も

の

百
十
一

点、

日

本
語

に

翻
訳
さ

れ
た

も

の

十
点

、

欧

文
文
献
百
ヒ
十
八

点
と

、

気
が

遠
く
な

る

ほ

ど

の

数
に

及
ぶ

。

　

し

か

し、

経
勲
は

本
当
に

マ

ー

シ

ャ

ル

に

行
っ

て

い

な

い

の

で

あ
ろ

う

か
。

　

経
勲
の

マ

ー

シ

ャ

ル

探
検
記
は、

明
治
十

七
年
に

外
務
省
の

御
用
掻
と

し

て

後
藤
猛
太

郎
に

随
行
し

て

マ

ー

シ

ャ

ル

に

赴
い

た

際
の

体
験
に

基
づ

く
の

だ

が、

彼
ら
の

マ

1
シ

ャ

ル

派
遣
は

、

明
治
十
六

（

一

八
八

三
）

年
に

そ
の

虚
像
と

実
像
』

に

つ

い

て

マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
の

ラ
エ

島
で

、

漂
着
凵

本

人
船
員
が

島
民
に

よ
っ

て

殺
害
さ

れ

た

と

い

う
、

『

エ

ー

ダ
』

号
船
長
ハ

ー

デ

ー

の

報
告

に

端
を

発
す
る

D

　
も
し

、

経
動酬
が
マ

ー

シ

ャ

ル

に厂
仔
っ

て

い

な

い

と

す
る

と
、

由
々

し

き

悶
題
で

あ

る
。

な

ぜ

な

ら

ば
、

外
務
省
の

外
交
史
料
館
に

は
、

こ

の

時
の
一

件
書
類
が

保
存
さ

れ

て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

　
盲

同

山
氏
は

、

こ

の

一

件
書
類
に

つ

い

て

も、

 
こ

の

よ

う

な

立
派
な

報
告
書
が

経
勲
ら

の

帰
国
後

、

一

ヵ

月
も
た

た

な

い

内
に

完
成
し

て

い

る

（

＝

二

七
ペ

ー

ジ
）

。

 
神

奈
川

県

令
沖
守
固
の

外
務
卿
井
ヒ

馨
宛
て

の

上
申
書

も、

経
勲
ら

が

作
成
し

て

い

た

よ

う

な

印
象

を

拭
い

去
る
こ

と

は

で

き
な
い

（

三

〇
九
ペ

ー

ジ
）．、

 
外
務
省
の

命
令
に

対
す

る

復
命
書

は

後
藤
猛
太
郎
の

名
前
で

提
出
さ

れ

て

お

り
、

経
勲
の

名
前
は

全

く

登
場
し

な

い

（
三

二

一

ペ

ー

ジ
）

等
々
、

数
々

の

理
由
を
上

げ
て、

経
勲
は
マ

ー

シ

ャ

ル

へ

行
一、

て

い

な

い

と

唱

え

て

い

る
。

中
島

羊
、

了

N 工工
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し

か

し
、

あ

れ

だ

け

厖
大
な

文
献
を

渉
猟

し

た

の

に
、

ど

う

も
高
山
氏
は
、

こ

の

一

件

書
類
だ

け
は

丹
念

に

読
ん

で

い

な

い

よ

う

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　　
シ

印
象
を

受
け

る
。

と

に

か

く
、

「

犯
人

は

現

場
に

聞
け゚
」

と

い

う

よ

う

な

言
葉
も

あ
る

。

改
め

て
一

件
書
類
を
当
た
っ

て

み

よ

う
。

外

務

省

記

録

　
こ

の
一

件
書
類
は

、

明
治
時
代
の

も

の

だ

か

ら
、

当
然
な

が

ら
、

初
あ

か

ら

終
り
ま
で

毛
筆
で

書
か

れ
て

い

て
、

現
代
の

我
々

に

は

読
み

に

く
い

と

こ

ろ

も

多
い

が、

次
の

よ

う

に

横
成
さ

れ

て
い

る．．

一
、

表
紙

　
　
外
務
省
記

録
、

自
明
治
十
七
年
七
11
至

　

明
治
十
八

年
九
月、

外
務
省
御
用
掛
後
藤

　

猛
太
郎
外
壱
名
日

本
入
遭
害
ノ

事
実
取
調

　

及
q
尽

況
視
察
ノ

為
メ

「

マ

ル

シ

ャ

ル
」

群

　

島
へ

派
遣
一

件
1
と

あ

り
、

そ

の

番
号
は
、

　

門
4
・

類
2
先

項
5
。

号
89
で

あ

る．い
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二
、

内
表
紙

　

　

自
明
治
十
七
年
七
月
至
明
治
十
八

年
九

　

月
、

外
務
省
御
用
掛
後
藤
猛
太
郎
外
壱
名

　

日

本
人
遭
害
ノ

事
実
取
調
及
景
況
視
察
ノ

　

為
メ

「、
マ

ル

シ

わ

ル
」

群
島
へ

派
遣
一

件

　
・
こ

あ
h

ソ
、

↓
O・
り

厂←、
乢

乢

ノ
】
仙

什

勲
日

粨
駅

ハ

田
刀

　

治
二

十
九
年
九
月
十
七
日

機
密
部
ヨ

リ

引

　

魅
ヲ

受
ケ

タ

ル

モ

ノ

ナ

リ

と
の

但
し

書
き

　

が

あ

る
。

三
、

上
申
書

　

　

沖
守
固
神
奈
川

県
令
か

ら

井
上

馨
外
務

　

卿
宛
て

の

明

治
ー
七
狂

七
月

十
八

日

付

　
「

本
邦
入
海
外
於
テ

外
国
入
ノ

為
メ

ニ

殺

　

戮
セ

ラ

レ

タ

ル

件
二

付
上
申
「

と

題

す
る

　

ト

申
書。

．

四
、

再
申
書

　

　
沖
守
周
神
奈
川
県
令
か

ら

井
上
外
務
卿

　

宛
て

の

明
治
十
ヒ
年
ピ
月
十
九

日

付
一．
我

　

国
人
外
国
人
ノ

為
メ

ニ

殺
戮
セ

ラ

レ

タ
ル

　

件
二

付
再
申
」

と

題
す
る

。

石

a
　

英
国
領
事
書
簡
の

訳
文

　

　
一

八

八

四
年
七
月
十
九
『

付
け

、

英
国

　

領
事
ロ

ノ

セ

ル

・
ヨ

ベ

ル

ト

ソ

ン

の

沖冉
寸

　

固
神
奈
川
県
今

宛
て

書
簡
の

日

本
語
訳

。

五

b
　
英
文
新
聞
記
事
切
抜
き

　

　
五
a

に

付
さ

れ

た

『

ジ

ャ

パ

ン

・
メ

イ

　
レ

』

新
聞
記
事
の

切
抜
き

。

（
筆
者
の

調

　
べ

で

は

七
月・
†

七
日

付
）

六
a

　
ヒ
申
書

　

　
沖
神
奈
川
県
令
か

ら

井
上
外
務
卿
宛、

　
調
書
送
付
の

上
申
書
（
明
治
卜
七
年
ヒ
月

　
二・
＋

上

冂

付
）

。

六

b
　

右
に

付
さ

れ

た

『

エ

ー

ダ
」

号
日

本

　

人
乗
組

員
池
田
⊥

口

松
ほ

か

八

名
の

調

書

　
（

七
月
卜．

九
日、

居
留
地
警
察
に

て

杉

山

　

親
照
警
部
作
成
の

も
の
）

。

六
c

　
同
じ
く

六
a

に

付
さ

れ

た

『

エ

t
ダ
』

　

号
の

ハ

ー

デ

ー

船
長
尋
問
の

筆
記
（

七
月

　

二

十
一

日
、

神
奈
川
県
庁
に

於
い

て

尋
問

。

　

な

お、

こ

の

時、

ハ

ー

デ

ー

船
長
は
マ

ー

　
シ

ャ

ル

島
民
一

名
を

同
伴
し

た

と

記

載
さ

　

れ

て

い

る
）

。

七、

訂
正
依
頼
書

　
　
沖
神
奈
川
県
令
か

ら
、

外
務
省
公
信
局

　

長
宝
珠
田

大
書
記
宛
て

の

書
簡

。

　
（

パ

ー
「
ア

i

船
豆
以ヨ
尋
阻
凹

の

竺

軍「
記

に

は
扣

訟
ロ
与

　
が

あ
っ

た

の

で
、

一

部
司

正

し
て

ほ

し

い

　
と

の

依
頼
文
） ．．

八、

親
展
書
簡
控
え

　
　
外
務
卿
弁
ヒ
馨
伯
爵
か

ら
、

太
政
大
臣

　
二

絛
実
美
公
爵
宛
て

の

事
件
を

知
ら

せ

る

　
親
展
書
簡
（
七
月
二

十一．一
日

付
）

。

九
、

ヒ

申
書

　
　
沖
神
奈
川
県
令
か

ら

井
」
外
務
卿
宛
て

　
の

七
月
二

卜
四
日

付
上
申
書。

マ

…

シ

ャ

　
ル

群
島
の

事
情
に

つ

い

て
、

ド

イ

ツ
、

米

　
困
両
国
領
事
に

問
い

合
わ

ぜ

た

結
果
を
取

　
り

纏
め

た

も

の
。

　
　

な

お
、

こ

の

書
而
の

中
に

は

同
年
一

月

　
二

日

に

米
船
「

ラ

ヒ

ヤ
」

（

即

包
ゴ

5
）

号

　
が

マ

ー

シ

賜、
ル

の

ウ

ジ
η

工

島
で

坐

礁
・

難
破
し

た
の

で、

米
国
は

乗
組
員
救
助
の

　
た

あ

に

軍岨
監
「，
エ

セ
n．

ク
ス
」

を

派
遣
し

　

た

こ

と
が

記

載
さ

れ

て

い

る
Q

一

〇
、

後
藤
猛
太
郎
へ

の

内
訓
案

　
　
井
上
外
務
卿
名
の

後
藤
猛
太
郎
に

対
す

　
る

内
訓
案

。

七
月
二

十
八
日

付。

】
一
、

後
藤
猛
太

郎
へ

の

内
訓

　
　
井
上
外
務
卿
名
の

後
藤
猛
太
郎
に

対
す

　
る

マ

ー

シ

ャ

ル

派
遣
に

つ

い

て

の

内
訓．．

　
ヒ
月
二

十
八

日

付
。

一
．
，
、

書
簡

　
　

内
務
省
警
保
局
長
か

ら
、

外
務
省
書
記

　
官
宛
て．、

七
月
三

卜
日

付
の

も
の
。

「

三
、

書
簡
控
え

　
　

外
務
省
公
信
局
長
か

ら、

内
務
省
警
保

　

局
長
宛
て
、

八
月
一

日

付。

，

四、

書
簡

　

沖
神
奈
川

県
令
か

ら、

外
務
省
浅
田

公

r

信口
向

長
宛
て、．
一

八

日
月

十
一

日

付
。

一

五
a

　
伺
い

書
（
八

月
十
八

ヨ

付
）

　

沖
神
奈
川

県
令
か

ら
、

『

エ

…

ダ
』

弓

船
長
と

の

契
約
に

つ

い
ヴ

丶

英
文
の

契
約

草
稿
と、

そ
の

日

本
語
訳
を
添
え、

こ

の

契
約
内
容
で

裁
可
い

た

だ

け

る

な

ら
、

第

　一

項
に

掲
げ
た

報
酬

金
の

半
額

、

銀
貨
弐

白
五
拾
円

を

至

急
下
付
し

て

ほ

し

い

と

の

文
面。

一

充

b
　
右
に

付
さ

れ

た

英
文
の

契
約
草
案

．

五
C

　

右
草
案
の
［

口

本
語
訳

一

六、

親
展
書
簡
控
え

　

井
上

外
務
卿
か

ら

沖
神
奈
川

県
令
宛
て

の

も

の
。

契
約
草
案
を

了
承
し

た

と

す

る

も

の
。

（
外
務
省
公
信

局
長
の

署
名
と

会

計
局
長
の

押
印
が

あ
る．、

発
信
日

は

八

月

二

十
日

）

。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
四

一

七、

親
展
書
簡
控
え

　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　．
八

月
二

十
日

付．．

外
務
省
公

信
局
長
齢

ら

神
奈
川
県
令
に

宛
て

た

も
の

・

マ

ー

シ

血

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
し

　
ル

派
遣
官
吏
に

対
す
る

米
・

独
両
領
事
盛

紹
介
状
を

依
頼
す

る

も
の

・

　

　
 

　
　
吉
田

外
務
大
輔
の

押
印
が

あ

る
・

 

．

八
、

親
展
書
簡
（

八

月
二

十
二

日

付
）

　
H

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
エ

　
　
神
奈
川
県
令
か

ら

外
務
卿
宛
て

、

八
日
細

　
二

新
二

日

に

「

エ

ー

ダ
』

号
船
長
と

契
約

　
を

締
結
す

る

と

の

書
状

。

一

九、

親
展
書
簡
控
え

（

八

月
ニ

レ．
一
日

付）

　
　
外
務
省
公
信
局
長
か

ら

神
奈
川
県
令
宛

　
て

。

後
藤
猛
太
郎
が

『

エ

ー

ダ
』

号
の

船

　
室

等
を
．

覧
し

た

と

の

連
絡．．

一
〇

、

電
信
送
達
紙

　
　
明
治
十．
八

年
　
月
十
八

日

付、．

沖
神
奈

　
川
県

令
か

ら

吉
田

外

務
大
輔
宛
て．．

n

英

　一
船

（
エ

ー
ガ
ノ

）

冂

万
、

A ，
暁一
二

時
着
港

。

後

　
藤

、

鈴
木
両
氏、

無
事
帰

着
一

と

の

内
容

っ

、

＝
、

電
信
送
達
紙

　
　
明
治

十
八
年
一

月
卜
八
日

付
。

後
藤

御

　
用
掛
か

ら

吉
田

外
務
大
輔
宛
て

で
、

「、
八

ノ

　
朝
三

時、

無
事
着
」

と

の

内
容．）

．
】
二

、

上

申
書

　
　

明
治
ー・
八

年
一

月、

T
「
一

日

付．

沖
神

　
奈
川
県

令
か

ら

井
上
外
務
卿
宛
て

。

「，
マ

ー

　
シ

夢

ル

に

出
張
−

し

て

い

た

後
藤
猛
太
郎、

　

鈴
木
経
勲
両
氏
が

無
事
帰
朝・
し

た

の

で、

　

契
約
の

第
一

項
に

基

づ

き
『 ．
エ

ー

ダ
』

q

勹

　
の

ハ

ー

テ

ー

船
長
に

弐
百
五
拾
円
を

支
払

　
い

た
い

の

で
、

至

急
ド
付
し

て

ほ

し
い
．．

　

ま

た
、

こ

の

航
海
は、

風
の

関
係
で

予
想
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外
の

凵

数
が

か

か
っ

た

ヒ
、

船
長
は

後
藤
・

鈴
本
両
氏
を

よ

く
保
護

・

助
力
し

た

か

ら、

　
別
に

五

拾
円
を

支
払
い

た
い
」

と

の

意
味

　
の

文
面

。

　
　

な

お
、

巻
末
余
白
に

は、
　一

月．
一
十
八

　
日

付
で

、

弐
百
五

拾
円
に
A
冂

わ

せ

て

船
長

　
に

対
す
る

贈
5
金
と

し

て

五
拾
円

を

回

付

　
す

る

旨
、

記

さ

れ

て

い

る
。

二

三
、

局
議
記
録
（

一

月
ニ

レ
四
日

付）

　

　
ハ

ー

デ

ー

船
長
に

、

弐
自
五

拾
円
に

合

　
わ

せ

て

五

拾
円
を

支
払
う

こ

と

に

な
っ

た

　
経
緯
書

。

（
吉
田

大
輔

、

公
信
局

長
、

欧

　
米
部

、

会
計
局
な

ど

の

関
係
者
八

人
の

捺

　
印
が

あ

る
）

。

二

四、

上

申
書
（

一

月
三

十
一

日

付
）

　

　
神
奈
川
県
令
か

ら

外
務
卿
に、

弐
百
五

　
拾
円
＋

五

拾
円
を

支
払

っ

た

旨
の

報
告
書

。

二

吾、

報
告
書
提
出
に

関
す

る

書
面

　

　
御
用
鋤
後
藤
猛
太
郎
か

ら

井
L
外
務
卿

　
に

対
し
、

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
出
張
に

つ

い

　
て

は
、

別
冊
報
告
書
で

復
命
す
る

と

述
べ

　
た
耋
円

面
、．

（

明
治
−
八

年
二

月
六
日

付
）

。

二

六

a
　

復
命
童口
（

五

冊
の

｝
）

　

　
御
用
掛
後
藤
猛
太
郎
復
命
書
五

冊
ノ
一

　
と

あ

り
、

日

付
は

明
治
十
八

年
二

月
七
日

。

　

　
タ

イ

ト

ル

は

「

マ

ル

シ

ャ

ル

群
島
の

方

　

向
個
数
及
距
離

、

同
島
の

気
候
並
二

晴
雨

　
の

多
少

、

同
島
地
質
ノ

厚
薄
並
二

草
木
ノ

　

種
類
」

Q

巻
末
に

、

二

十
余
ぺ

i・
ジ

に

わ

　
た

っ

て

レ
五
種
類
の

草
木
の

ス

ケ

ッ

チ

が

　
あ

る
。

二

六
b
　

復
命
書
（

五
冊
の
一
）

外
交
史
料
館
に

保
存
さ
れ

て

い

る
一

件
書

類
の

二

〇
を

84
％
に

縮
小
し

た

も
の

。

献

楼

鑛
攤

韈

、

り
蛭

　
ベ

キ

事
・

、

漏　

　

瑛

、

　

　

　

　

　

　
、

與　

プ

」
．

や

　

　

　

　

し

　
　

！、

室
　
　
級

塁
、

芽

　
　
　

纏

フ
 

　
　
伽

局

網

劇
蠹

難
．

．

舜
　

認

　

麟

　

髄
發局

’

　
目

イ
へ

・

午

ヱ

で
セ

ソ

　
ヘ

ヱ

．

　

ず

　
’

コ

γ

ヤ
嶺

　
　
　

や

　

　

、

・

ト
、

X
で

キ

カ

、

》

ト

翠

ブ
や

キ
　
’

ク
、

イ
…

　
　
　
η

／
挺

宇芽
　
　
　

統
介
局

者局

L
碍
…
1

ー
日

祷
　
　
ヒ

｝
！

　
　
　

　
　

　
　
　「
お
　
　

　
　
　
　
　

　
　鑑
　
2
ゼ

宀

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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［

件
書
類一
「
六
d
の

「

同
島
港

湾
地

形

及

ビ

其
位
置
」

の

稿
末
に

記

さ
れ
た

後
藤
猛
太

郎、

鈴
木
経
勲
両
氏
の

氏

名
と

捺
印

。

　
　
　
　
　
　
　
　
（

注
・

80
％

に

縮
小
）

　　　　　？土P　　 ｝，　ip

・多与…用　彳k　用

掛藤
猛

太

蠱
囲

掛木

駐

画

翻F

外

券

卿
伯

畠
附

井
上

馨−
殿

凶騷蓼
色＋iF；’・…

’
一義読祺 ∴

・
．＿、，二＿．．＿，＿ ．＿．「

」

　

し
儀、、

ξ
諺．
・

、
‘‘甼

隷
猛
鏑

・

多

一件書類二 八 b に 付され た付箋 、，

鈴木経勲の 氏 名と捺印が見られ る。

亠

　
　

御
用
掛
後
藤
猛
太
郎
復
命
書
五

冊
ノ
一

　

と
あ

り、

日

付
は

明
治
卜
八
年
二

月
七
日

。

　
　

題

名
は

「

マ

ル

シ

ャ

ル

群
島
入
種
及
人

　

ロ

ノ

多
少

、

同
島
ノ

風
俗
慣
習゚」

。

　
　

民
具

、

カ

ヌ

ー

な

ど

の

ス

ケ

ッ

チ

が

含

　

ま

れ

て

い

る
。

二

六
C

　
復
命
書
（

五

冊
の
「
）

　
　

御
用
掛
後
藤
猛
太
郎
復
命
書
五

冊
ノ
冖

　
と

あ

り
、

日

付
は

明
治
十
八

年
二

月
七
口

。

　
　
タ

イ

ト

ル

は
、

「

マ

ル

シ

ャ

ル

群
島
物

　

産
ノ

種
類
及
多
寡、

同
島
欧
米
其
他
各
国

　
ト

ノ

関
係、

同
島
貿
易
之
実
況

・

外
国
船

　

舶
出
入
ノ

概
数
及

輸
出
人
物
品
並
二

其
概

　

数、

島
主
ト

各
島
酋
長
ト

ノ

関
係
並
二

島

　
し
権
限
」

と

な
っ

て
い

る
。

一
六
d
　

復
命
書
（
五

冊

の
一
）

　
　
御
用
掛
後
藤
猛
太
郎
復
命
書
五
冊
ノ
一

　
と

あ

り
、

日

付
は

明
治
レ．

八

年
二

月
七
日．、

　
　
タ
ノ
，

ト

ル

は
、

「

マ

ル

シ
η、
ル

郡
巨
町

港

　
湾
地
形
及

其
位
置
」

。

　
　
こ

こ

に

は

各
島
の

詳
細
が

記

述
ま

た

は

　
描
写
さ

れ

て

い

る

が
、

冒
頭
に

「．
同
島
港

　
湾
地

形
及
ビ

其
泣
置
」

と
「，
同
島
地

形

図

　
凡
例
」

と

題
す

る

腰
説
が

あ
っ

て、

そ

の

　
い

ず
れ

も

稿
末
に

は
、

後
藤
猛
太
郎、

鈴

　
木
経
勲
両
名
の

氏
名

と

捺
印

が

あ
る．、

．
＝
ハ

e

　

復
命
書
（

五

冊
の
、

）

　
　
御
用
掛
後
藤
猛
太
郎
復
命
書
五

冊
ノ

一

　
と

あ

り、

ロ

付
は

明
治
十
八

年
二

月
七
日．．

　
　
タ

イ

ト

ル

は
、

皿
ラ

エ

島
二

於
テ

日

本

入
遭
害
ノ

始
末
」

。

一
七、

親
展
書
簡
第
百
二

←
九
号
の

控
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　

外
務
卿
井
上
馨
伯
爵
か

ら

太
政
大
臣一．
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

絛
実
美
公
爵
に

宛
て

た

も
の

で
、

明
治
＋

皿

　

八

年
四

月
二

十
四

口

起
草

、

二

十
八

H
蠢

　

送。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
に

お

け

る

邦
人
殺
空
抽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厩

　

事
件
は

不
問
に

付
し

た

い
。

詳
細
な

復

愈

書
を

添
え
7

主
申
す

る

と

の

内
容

・

　
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
な

お
、

冒
頭
に

外
務
大
輔
と

公
信
局、
塙

　
の

押
印
が

あ

り
、

さ

ら

に

「

此
写

は

聖

ヒ

　
に

お
か

れ

て

も．
五

々
」

の

但
し

書
き
が

あ

　
る。

．
八
a

　

親
展
書
簡
第
百
四

拾
三

号
の

控
え

　
　
外
務
省
公
信
局
長
の

浅
出

徳
則
外
務
大

　
書
記
官
か

ら
、

内
閣
書
記

官
宛
て

の

明
治

　
十
八

年
五

月
六
日

起
草
の

書
簡．．

　
　
先
月
二

十
八

口
、

親
展
書
簡
第
百一
．
卜

　
九

号
に

付
し

た

「

マ

ル

シ

ャ

ル

群
島
港
湾

　
地
形
及
ビ

苴ハ
位
置
」

と

「

ラ

エ

島
二

圦
旅

テ

　
日

本
人
遭
害
ノ

始
末
」

に

は、

写

字
・

図

　
面

と

も
誤

写
の

箇
所
が

あ

る

た

め
、

校
訂

　
の

上、

差

し

ヒ

げ
る

の

で
、

引
き
換
え

て

　
ほ

し
い
」

と

の

内
容

。

、
一
八

b

親
展
書
簡
第
百
四

拾．一．
号
の

控
え

　
　
二

八
a

と

同
文

。

外
務
省
公
信
局
長
の

　
浅
田
徳
則
外

務
人
書
記
官
か

ら
、

内
閣
書

　
記

官
宛
て

で

明
治
十
八

年
五

月
六

日

付、

　
　
た

だ

し
、

こ

の

控
え

に

は、

屶

月
ヒ
ヨ

　
付
の

内
閣
書
記

官
か

ら

浅
田

局
長
宛

て

の

　
返
書
（

内
閣
書
記
官
局
第

二
（

U
号
）

が

添

　

付
さ

れ

て

お

り、

さ

ら

に
、

「

返
却
ノ

コ

［］
［一
冊
十
八

年
五

月
八

日

鈴
木
経
勲
二

交

　

付
ス
」

と
の

メ

モ

書
き

と

鈴
木
経
動…
の

捺



The Pacific Society

NII-Electronic Library Service

第 66／ 6
「
r号 　（弟 1〜5巷 弟 1 ／ と 号 丿1995年 6 月太 半洋 学会 誌

The 　Paoifio 　Sooiety

　　　　　　　
− 45一

　
印
が

あ

る

小
さ

な

紙
片
が

貼
り
付
け
ら

れ

　
て

い

る

（

日
口
口
の一
二

字
は

判
読．
不
能
）

。

二

九、

親
展
書
簡
第
七
拾
六

号
の

控
え

　
　

篌
藤
猛
太
郎
の

報
告
書
が．
大

覧
に

供
さ

　
れ
た

こ

と
へ

の

謝
礼
状

。

五

月
八
日

付
で

　
宮
内
大
輔
宛
て

。

浅
田

公

信
局
長
の

捺
印

　
が

見
ら

れ

る
。

三

〇、

書
簡
（

明
治
十
八

年
九
月
五

日

付
）

　
　

海
軍
大
佐
福
島
敬
典
か

ら
、

外
務
権
大

　
書
記
官
斎
藤
脩
一

郎
宛
て

で
、

「，
兵
学
校

　
生
徒
の

実
地
航
海
演
習
の

た

め
、

今
年
末

　
か

来
年
一

月
に

南
洋
に

練
習
艦
を

派
遣
す

　
る

予
定
だ

が
、

マ

ー

シ

冶，
ル

で

月

本
入

が

　

殺
害
さ

れ
、

外

務
省
が

調
査
の

た

め

官
吏

　
を

派
遣
し

た

と

の

こ

と

な

の

で
、

航
路
取

　
り

調
べ

の

都
合
上、

そ

の

島
の

名
前
と

詳

　

細
を

報
知
し
て

い

た

だ

き
た

い
」

と

い

う

　

内
容．

”

三
一
、

書
簡
控
え

（

九
月
十
七
日

付
）

　
　

外
務
大
書
記
官
浅
田

徳
則
か

ら

福
島
敬

　

典
海
軍
大
佐
宛
て

の

も

の．．

　
　

マ

ー

シ

寿、
ル

に

派
遣
し

た

者
の

報
告
書

　
は

機
密
に

付
し

た

の

で
、

詳
細
は

お

知
ら

　
せ

で

き
な

い

が
、

殺
害
事
件
の

あ
っ

た

島

　
は

「

ラ

エ

一

て

あ
る

と

の

内
容

。

高
山
氏
の

見
落
と
し

　
右
に

見
る

よ

う

に
、

　一

件
書
類
は

、

ま
ず

沖

神
奈
川

県
令
か

ら

井
上
外
務
卿
宛
て

の

事

件
発
生
を

知
ら

せ

る

上

申
書
に

は

じ

ま

り
、

後
藤
猛
太

郎
へ

の

内
訓

、

後
藤
・

鈴
木．
両

名

の

帰
国
を

知
ら

せ

る

の

電
文

、

復
命
書
な

ど

を

経
て

、

海
軍
に

対
し

て
、

復
命
書
は

機
密

だ

か

ら

見
せ

ら

れ

な

い

が
、

事
件
が

あ
っ

た

の

は

ラ

エ

で

あ

る

と

回
答
し

た

書
簡
ま

で
、

日

を

追
っ

た

順

に

綴
じ

ら

れ

て

い

る
。

　

そ

し

て、

高
山
氏
は

、

マ

ー

シ

ャ

ル

派
遣

の

復
命
書
は

後
藤
猛
太
郎
の

名
前
で

提
出
さ

れ

て

お

り
、

冒
取

大
の

驚
き
は

経
勲
の

名
前

が

全
く

登

場
し

な

い

こ

と

で

あ
る
」

と
、

前

掲
書
の

三

〇

七
ペ

ー

ジ

に

書
い

て

お

ら

れ

る

が、
一
．

六
d
に

示
し
た

よ

う

に
、

復
命
書
の

中
に

は、

鈴
木
経
勲
の

氏
名
と

捺
印
が

ニ

カ

所
あ

り
、

こ

れ

を

高
山
氏
は

見

落
と

し
て

お

ら

れ

る
。

　

ま

た
、

高
山
氏
は、

復
命
書
に

含
ま

れ

た

絵
画

や

地
図
に

つ

い

て
、

「，
そ

の

中
に

は

時

間
の

か

か

る

草
木
の

画
が

＝
．

頁、

器
旦ハ
の

画
が

六
頁、

風
景
画
を

含
む
地
図
が

九
頁
も

含
ま

れ

て

い

る
。

し

か

も

そ

れ

ら

は

ど

れ

も

が

手
の

込

ん

だ

精
撤
な

画
ば
か

り

で

あ
っ

て
、

専
門
家
に

依
頼
し

て

仕
上．
げ

て

貰
っ

た

よ

う

な

印
象
を

受
け

る
」

と

書
い

て

お

ら

れ

る

が
、

こ

れ

ら
の

画
は

、

も
ち

ろ

ん、

専
門
家
が

仕

上
げ
た

も

の

で

あ

る
。

　

現
在、

我
々

は

複
写
を

す
る

の

に

は

複
写

機
を

使
う

が、

そ

れ

以

前
34
い

、

カ

！

ボ

ン

紙

を

用
い

て

複
写
し

た
。

当
時
あ

る

い

は

そ

の

前
の

時
代
に

は、

文
字
を

書
き

写
す
こ

と

を

職
業
と

す

る

筆
生

、

写
字
生

、

筆
耕
な

ど

と

呼
ば

れ

る

入
々

が

い

て
、

複
写
し

た

り、

清

書
し

た

り
し

て

い

た．．

現
在
で

も、

大
会
社

の

中
に

は
、

社
長
の

儀
礼
的
な

手
紙
を

毛
筆

で

代
書
す
る

専
門
家
を

雇
用
し

て

い

る

と

こ

ろ

も
あ

る
。

　

し

た

が
っ

て、

当

時
の

復
命
書
は

文
字

・

図
画
と

も
に

専
門
家
に

よ
っ

て

複
写
さ

れ

て

い

る。

　

そ

の

こ

と

は
、

二

八
a
、

二

八
b
の

外
務

省
公

信
局
長
の

浅
田

徳
則
外
務
大
書
記
官
か

ら

内
閣
書
記
官
宛
て

の

明
治
十
八

年
五
封
六

日

付
の

書
簡
か

ら

も
窺
わ

れ

る

し、

図
画
に

つ

い

て

は
、

経
勲
は

『

南
洋
探
検
実
記
』

の

冒
頭
に

掲
げ
た

「

凡

例
」

で
、

「

図
画
は

皆

余
が

実
地
に

於
て

描
写
せ

し

見
取
図
を

基
と

し

て

揮
毫
せ

し

め

た

る

も
の

な

れ

ば
粗
は

則

ち

粗
な

り

と

雖
も

亦
其
の

真
相
を

示

す
に

足

る

も
の

と

信
ず
」

と

書
い

て

い

る

こ

と

か

ら

も

想
像
に

難
く

な

い
G

　

ま

た
、

高
山

氏
は
、

ー
猛
太

郎
と

経

勲
は

明
治
一

八
年
一

月
．

八

日

に

エ

，，，
ダ

号

で

帰
国
し

た

（

中
略）

。

し
か

る

に
、

立
派

な

絵
入
り

の

『

復
命
書
』

が

外
務
省冖
に

提
出

さ

れ

た

の

は

翌

二

月
七
日

で

あ
っ

て
、

そ

の

間
は

僅
か

に一
、

一

日

間
し

か

な

い
。

前
年
の

九
月
に

マ

ー

シ

ャ

ル

に

出
発
し

て、

し

か

も

い

わ

ゆ

る

「

南
洋
ボ

ケ
」

に

な

る

と

よ

く．
言

わ

れ

る

よ

う

な

思
考
力
が

鈍
る

熱
帯
か

ら

帰

国
し

た

猛
太
郎
ら

が

果
た

し

て

こ

の

よ

う

な

短

期
問

の

う

ち

に、

＝
五

頁
に

わ

た

る

か

く

も
立
派
な

報
告
書
を

完
成
で

き

た

か

極
め

て

疑
問

で

あ

る

…
…

と

も

書
い

て

お

ら

れ

る

2
＝

六

頁
）

。

　

し
か

し
、

こ

の

復
命
書
は

、

文
字
を

書
き

写
す
者
一

名
、

絵
画
を

描
写
す
る

者
一

名
を

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
¢ e

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
血

雇
え

ば、

四
、

五

日

で

完
成
で

き
る

よ

う

憧

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

見
え

る
D

正

副
二

部
作
成
す
る

な

ら

ば
、

各皿

二

名
を
雇
え

ば

い

い
・

　

　

　

 

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
し

　
さ

ら

に
、

高
山
氏
は

「

南
洋
ボ

ケ
」

云

畜

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

と

言
わ

れ

る

が
、

そ

れ

は

現
代
の

ジ

ェ

四
、

ト
E

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
セ

旅
客
機
で

の

旅
行
を

考
え

る

か

ら

で

あ
っ

で
蹴

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

猛
太
郎
ら

は

帆
走
船
で

帰
っ

て

き

た

の

で

あ亠

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
エ

る
。

小
笠
原
付
近
か

ら

で

も
五

、

六
ヨ

は

蝋

か

り
、

そ

の

間、

数
時
間
ご

と

に

寒
さ

が

増

す
。

　一

月
十
八
目

に

横
浜
に

帰
着
し

た

時
は

、

船
旅
の

疲
れ

は

あ
っ

て

も
、

「

南
洋
ボ

ケ
」

な

ど

残
っ

て

い

る

わ

け
が

な

い
。

何
が
決
め

手
と
な
る

か

　
さ

て
、

高
山
氏
は

前
掲
書
の

＝
二

三

ペ

ー

ジ

で、

『

南
洋
探
検
実
記
」

に

書
か

れ

た
マ

ー

シ

ャ

ル冖
語
に

つ

い

て
、

「，
経
勲
の

記
述
の

中

に

は

色
々

眉
唾
物
的
な

も

の

が

散
見
す
る

の

で

あ

る

が
、

し

か

し

彼
が

記

載
し

て

い

る
一

八
〇
個
の

マ

ー

シ

ャ

ル

語
の

語
彙
に

眼
っ

て

言
え

ば、

マ

ー

シ

ャ

ル

諸
島
を

訪
れ
て

い

る

か

も
し

れ

な

い

と

い

う

気
持
ち

に

さ

せ

ら
れ

る

ほ

ど

止
し

い

の

で

あ

る
」

と

書
い

て

お
ら

れ

る
。

　
し

か

し、

そ

の

リ

ス

ト

に

つ

い

て

小
生
自
身
は

『

南
洋
探
検
実
記
』

を

読
ん

だ

時
に、

経
勲
が
マ

ー

シ
み、
ル

で

誤
っ

て

採
取

し

た

と

思
わ
れ

る

語

が

散
見
さ

れ

る

と

の

印

象
を

持
っ

た

よ

う

に

記
憶
し

て

い

る
。

　

故
西
野
照
太
郎
氏
は

、

『

太
平
洋
学
会
誌
』

の

第
七
号
か

ら

第
十
二

号
ま

で

五
回
に

わ

た
っ

て

（

第
十
号
に

は

休
載）
、

「

田

代
安
定
『

太
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半
洋
諸
島
経
歴
報
告
」

解
題
L

と

題
す

る

論

文
を

執
筆
さ

れ

た
。

　

田

代
安
定
は
、

明
治　
．

十
二

年
に

帝
国
海

軍
の

練
習
艦
『

金
剛
』

に

便
乗
し

て
、

太
平

洋
の

島
々

を
巡
航
し
た

が
、

そ
の

時、

伺
じ

く

鈴
木
経
勲
も

便
乗
し

て

お

り、

帰
国
後、

、
彑
い

に

別
個
に

見
聞
を

発
表
し

た

か

ら
、

西

野
氏
の

論
文
に

は
、

学
者
と
し

て

の

田

代
安

定
と、

マ

ー

シ

ャ

ル

群
島
探
検
経
験
者
と

し

て

の

鈴
木
経
勲
と

の

興
味
の

持
ち

方
と

か

観

察
の

方
法
な

ど

に

つ

い

て

の

比
較
が、

伺
カ

所
か

出
て

く
る

。

　

次
い

で
、

西
野
氏
は

『

太
平
洋
学
会
誌
』

第
十一．一
号
（
一

九
八．
．

年
．

月
刊
）

に、

英

文
で
一．
田

代
安
定
の

フ
ノ，
ジ

i
語
に

関
す
る

一

八
九
〇
年
の

論
述
と

、

鈴
木
経
勲
の

7
イ

ジ

ー

語
集
に

つ

い

て
」゚

と

題
す

る

論
文
を

投

稿
さ

れ

た．w

こ

の

英
文
論
文
の

中
で、

西

野

氏
は

、

経
勲
の

『

南
洋
探
検
実
記
」

に

載
せ

ら
れ

て

い

る

百．
一
十
の

フ

ィ

ジ

ー

語
の

語
彙

を

列
挙
し
、

鈴
木
経
勲
の

聴
取
能
力
は

貧
困

だ

と

次
ぎ
の

よ

う

に

書
い

て

い

る
。

　

ミ

；円
＝
量
＝

ξ

○
「

しっ一一
N

三
ρ、
の

｝
峯
三

暈

5、
奮
℃
QQ5

答μ
⇔

Φ

ざ

Φ

＝

塁
＝

酋（一
＝

○

雪（
v

ξ

】
瓮

碧

9．

筈吊…

コ

言
ゴ

】
雪

σq

莓
σq（
；
無

量
 

｝
≦
口〔
尸

　
「 ．冖
鞋

芽
霧
ヨ
o

毎
　
昏
○

解戸
「（
ζ
ヨ
勾

三、

　

　
　
　
　
　
　

　
　耀

〔’
○

巳
恥

「
5

「戸
邑〔
昌，吊re

§
江

。。

轟
三
幺、
脇一
（宀

琴
w・・

葺
三
ψ

艶p（
×》
≡，
箕
m

章層

唱．
Q

＝
暴

蕚
葦゚

（

以

ド

略
）

。

　
し

か

し
、

こ

こ

で

鈴
木

経
勲
の

外
国
語
の

語
彙
採
取
能
力
に

つ

い

て

議
論
し

て

も

意
味

が

な

い
。

な
ぜ

な

ら

ば
、

外
交
史
料
館
に

保

存
さ

れ

て

い

る

復
命
書
に

は
、

採
取
さ

れ

た

マ

ー

シ

ャ

ル

語
の

リ

ス

ト

は

載
っ

て

い

な

い

か

ら

で

あ

る
。

　

し

た

が

っ

て
、

も
し

、

高
山
氏
の

い

う

よ

う

に
、

経
勲
が

出
か

け

も

し

な

か
っ

た
マ

ー

シ

や．
ル

の

探
検
記

を

書
い

た

と

い

う
の

で

あ

れ

ば
、

そ

の

決
め

手
と

な

る
の

は
、

復
命
書

に

描
か

れ

た
L
「

五

種
類
の

草−
〈

の

両
が、

マ

ー

シ

ャ

ル

に

行
か

な

く

て

も、

明

治
ー
七

、

八

年
当
時

、

口

本
で

入
手
可
能
な

資
料
に

よ
（．

て
、

描
け

た

か

ど

う

か

と

い

う

こ

と

に

絞
ら

れ

る

は

ず

で

あ．
る．、

　

ま

た

高
山
氏
は
、

経
勲
が

出
か，
σ

も

し

な

か
っ

た

マ

ー

シ

ャ

ル

探
検
記
が
壼
日

け

た

の

は
、

一

八

八

七
年
に

出
版
さ

れ
た

「

レ

イ

ニ

ア
」

号
（

九
の

上
申
書
で

は

「．
ラ

ヒ

ヤ
」

号）

の

漂
流
記
を

種
本
と

し

て

利
用
し

た

か

ら

だ

と

い

う

意

味
の

こ

と

を

書
い

て

お
ら

れ

る

（冖．．

，
一
九
へ

ー

ジ
）

が
、

後
藤
猛
太
郎
と

経
動…
が

井
上
外
務
卿
に

復
命
書
を

提
出
し

た

の

は
、

冖

八

八
五

年
二

月
で

あ
る．、

　
そ

の

復
侖
董
日

の

「

ウ

ー

チ
あ、

工

諸
島
」

の

項
で

は
、

「

レ

イ
ニ

ア
」

［

万

に

つ

い

て

は

次

の

よ

う

に

書
か

れ

て

い

る．．

　
「

当
年
一

月．
、

日
、

米

国
ノ

帆
走

艀
ラ

ヒ

ヤ

号
、

太
平
洋
中
二

於
テ

暗
礁
二

觸
レ

破
砕

セ

シ

ト

云
ヘ

ル

ハ

、
…
則．、

該
島
ノ

湾
誰噛
上
二

乗
り

ト

ケ

シ

モ

ノ

ニ

シ

テ
、

現
二

今
日

猶
ヲ

其
船
体
ノ

破
レ

テ

礁
上
二

存
セ

ル

ア

ル

ヲ

見

ル

（

今
般
同
島
候
節、

彼
ノ

破
船
に

登
り

、

見
聞
致
シ

候
二

付
、

見

取
図
ヲ

製
シ
、

該
島

の

模
様
ヲ

見
ス

為
メ

ノ

参
考
二

供
シ

候
也
ご

（

原
文
に

句
読
点
を

加
え

た．・．．
中
島）

　

高
山
氏
は、

前
掲
書
の

同
じ
く
三

二

九
ぺ

…

ジ

で
、

…
…
−

経
動…
は

『

探
検

実
記
』

の

山
−

で

「，
米
国
ラ

ヒ

ヤ

号
難
破
の

顛
末゚」

と
い

う

小
見

出
し

で
、

同
船
が

難
破
し

た

日

時
ま

で

書
い

て

い

る
の

で

あ

る
が、

当
時
の

マ

！

シ

ャ

ル

人
の

間
に

は
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

暦
は

普
及

し

て

い

な

か
っ

た

筈

で

あ

る
。

従
っ

て、

経
勲

は

レ

イ

ニ

ア

弓
の

漂
流
記
を

読
ん

で

い

な

け

れ

ば

こ

の

よ

う

な

正

確
な

こ

と

は

書
け

な

い

こ

と

に

気
付
い

た

の

で

あ

る

　

　

と
述
べ

て

お

ら

れ

る
。

　

し

か

し
、

『

探
検
実
記
』

の

そ

の

部
分
で

は
、

単
に

「
同
船
は

我
が

明
治

十
七

年
一

月

二

日

群
島
海
中
を

航
行
の

際
（

巾
略）

破
砕

せ

し

も

の

な

り
」

と

あ

り
、

時
間
な

ど

出
て

、

よ
〜

D

し　
」
’

　

し

　
し

か

も
、

「，
レ

イ

ニ

ア
．．
ロ

万

a
剛

謁
垂
日

の

参
考
文
献
リ

ス

ト

で

は

河

巴
三〔
亳

と

綴
る
）

の

漂
流
記
を

読

ん

で

い

る

高
山
氏
は、

次
の

．
へ

ー

ジ

で
、

同

号
が

ウ

ジ

ャ

エ

島
に

座
礁

し

た

の

は
一

八

八

四

年
一

月．
二

日

で

あ
る

と

書

い

て

お

ら

れ

る

が
、

復
命
書
で

も

『

探
検
実

記
』

で

も
、

そ

の

年
月
口

は
一

八

八

四
年
一

H
但
，

日

で

あ
っ

て、

そ

れ

は、

経
勲
た

ち

が

R
本
を

発
つ

前
に

沖
神
奈
川
県
令
を

通

じ

て

米
国
領
事
か

ら

得
た

年

月
日

と
一

致
し
、

　，
レ

イ

ニ

ア
」

号
の

漂
流
記
と

は
一

ヨ

の

ず

れ

が

あ

る

こ

と

に

な

る．．

　
こ

の

こ

と

は
、

経
勲
が

明
治
十．
八

2
八

八

五
）

年
一

月
に

マ

ー

シ

7

ル

か

ら

帰

国
し

て
、

そ

の

七
年
後
の

明
治
ニ

レ
五

年
に

　．
南

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

¢ e

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

血

洋
探
検
実
記
」

を

出
版
す
る

ま

で
、

そ

の

腸
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

「

レ

イ

ニ

ア
」

号
漂
流
記

を
読
ん

で
い

な

か
冖、

訌

た

こ

と

を
暗
示
し

な

い

だ

ろ

う

か
・

　
 

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

し

　
い

ず

れ

に

せ

よ
、

高
山
氏
の

ご

労
作
の

溶

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

陥
は

、

外
交
史
料
館
保
存
の
一

件
書
類
を

軽｝

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

t

視
し

た

こ

と

に

あ

る

よ

う

に

思

わ

れ

る．．

評
価
さ
れ

る
べ

き
高
山
氏
の

研
究

N 工工
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だ

か

ら

と

い

っ

て
、

高
山
氏
の

研

究
が

低

く

評
価

さ

れ

る

べ

き

で

は

な
い

。

前
掲
書
で

は
、

『

南
洋
探
検
実
譱
』

だ

け
で

な
／

＼

「

南

島
巡

行
記
』

、

『．
南
洋
風
物
誌
」

の

内
容
は

も

ち

ろ

ん
、

［
ヨ

東
京
地
学
協
会

報
告
」

、

『 ．
東
京

軽
済
雑
誌
』

、

「

明
治
大
正
史
談
」

な

ど
に

羯

載
さ

れ
た

経
勲
の

口

述
や

記
述
に

ま

で、

様
々

な

角
度
か

ら

広
く

論
及
さ

れ

て

お

り、

わ

が

国

璽
ハ

シ

フ

ィ

・

ク

ニ

ヲ
ロ

ジ

ー

（

太
平

洋

島
嶼
学）

に

お

け

る

極
め

て

貴
重
な

文
献

と

い

え

る
。

　
ま

た
、

ま
こ

と
に

面
白
い

本
で

も

あ

る．．

ご
一

読
を
お

勧
め

し

た

い
。

た

だ

し、

早
速

、

本
屋
さ

ん

に

注
文
す
る

前
に

、

定
価
を

知
（、

て

お

く
べ

き

で

あ

ろ

う
。

八

GOn

卩）
円

で

あ

る
。

自
分
で

買・
つ

に

は

高
す

ぎ
る

と

い

う

方

は
、

図
書
館
に

買
っ

て

も
ら

う
べ

き
だ

。

　
な

お
、

つ

い

で

に

述
べ

れ

ば
、

太
平
洋
学

会
事
務
局
に

は
、

「
太
平
洋
双

書
4°」

と

L

て
一

九
八

三

年
に

復
刻
さ

れ

た

『

南
洋
探
検

実
記
』

の

残
部
が

あ

る
。

定
懸

は

＝
ハ

○
○

円

（

太
平
洋
学
会
会
員
割
引
き

価
格
一

四

四

〇

円）
、

送
料
は

三

八

〇
円

で

あ

る．、


